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 第１図および第２図は，中京地方の水準測量結果である。前々回の観測（1995）では，大垣市を

基準として名古屋市が約２cm沈下していたが，1996年は名古屋市が隆起する方向に転じ，今回の結

果をみると，名古屋市の隆起の傾向がさらに強まっている。四日市市から名古屋市を経て豊明市に

至る路線でも，前々回（1995）が豊明市側の沈降であったものが，前回は，その沈降がとまった後，

今回は豊明市側が隆起する傾向となっており，２年前と逆の向きの変動となった。 
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第１図 中京地方の上下変動(1) 

Fig.1 Vertical crustal deformation of the Chukyo district(1). 
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第 2図 中京地方の上下変動(2) 

Fig.2 Vertical crustal deformation of the Chukyo district(2). 
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